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○富田 ただいまから、令和７年度足立

区地域包括ケアシステム推進会議第３回

はつらつ高齢者部会を開催いたします。 

 本日はお忙しい中ご参加いただきまし

て、誠にありがとうございます。本日の

司会は、高齢者地域包括ケア推進課はつ

らつ高齢者支援係の富田が担当させてい

ただきます。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 初めに、資料の確認をさせていただき

ます。まず、「次第 令和７年度足立区地

域包括ケアシステム推進会議 第３回は

つらつ高齢者部会」。続いて、「はつらつ

高齢者部会 委員名簿」。続いて、「令和

８年度『はつらつ教室の実施概要案につ

いて」。続いて、「はつらつ教室カリキュ

ラム案」。続いて「令和８年度『みんなで

元気アップ教室』の実施概要案について」。

続いて「みんなで元気アップ教室プログ

ラム（案）」。 

 続いて、「『あだち脳活ラボ』リーフレ

ット（案）」。続いて、「あだち脳活ラボ」

のリーフレット。続いて「共食の場推進

事業の実施について」。 

 続いて、「シニア男性向け『ぱく増し』

教室」のチラシ２種類になります。１つ

目が「読む団地併設ブックマーク会場」、

もう一つが「ギャラクシティ・とんがり

キッチン」会場のチラシです。 

 続いて、「ぱく増し月間応募ハガキ」。

続いて、「あだち広報 令和８年１月２

５日号」。 

 最後に、「令和７年度生活支援体制整

備事業 地域資源の把握および地域課題

の抽出に関する報告書」になります。 

 不足等はございますでしょうか。 

 この会議は、足立区地域包括ケアシス

テム推進会議はつらつ高齢者部会設置要

綱第６条により、委員の過半数の出席に

より成立いたします。現在過半数に達し

ており、この会議が成立いたしますこと

をご報告いたします。 

 皆様からの活発なご意見、ご質問を頂

くため、迅速な会議進行にご協力いただ

きますようよろしくお願いいたします。 

 なお、この会議の会議録は公開するこ

ととなっております。記録の関係上、ご

発言の前にはお名前もお願いいたします。 

 それでは、初めに酒井部会長から開会

のご挨拶をお願いいたします。 

○酒井部会長 皆様、こんにちは。 

 今日は令和７年度の第３回の部会とい

うことで、７年度の節目の部会になりま

す。報告事項にありますとおり、令和８

年度の実施概要案等の報告というものが

あります。 

 本日は限られた時間ですけれども、皆

様の意見、より増していただければとい

うふうに思います。 

 それでは、早速議事のほうに入ってい

きたいというふうに思います。 

 挨拶は以上になります。 

○富田 酒井部会長、ありがとうござい

ました。 

 それでは、議事に入らせていただきま

す。これからの議事進行につきましては、

酒井部会長、よろしくお願いいたします。 

○酒井部会長 それでは、次第に従って

進めさせていただきます。 

 次第２の「報告事項」としまして、１の

「令和８年度『はつらつ教室』の実施概

要案について」、事務局のほうからご報

告をお願いしたいと思います。 

○神家満係長 それでは、事務局のはつ

らつ高齢者支援係の神家満から、ご説明

をさせていただきます。 



 部会長のご挨拶にもありましたとおり、

今年度最後の部会になりますのでどうぞ

よろしくお願いいたします。 

 説明の前に資料訂正のご報告をさせて

いただきます。お配りした「委員名簿」の

出欠状況ですが、足立区医師会の賀川委員

が都合により、本日は欠席となっており

ます。失礼いたしました。 

 それでは、報告事項（１）の「令和８年

度『はつらつ教室』の実施概要案につい

て」ご説明をさせていただきます。 

 資料１ページをご覧ください。８年度

の「はつらつ教室」実施に向けて、今年度

この部会でいろいろと課題を整理させて

いただきまして、内容を検討させていた

だきました。 

 前回の第２回の部会でご報告した内容

で今回大きな変更点はないのですけれど

も、何点か少し変わった部分もございま

すので、その点を中心にご説明をさせて

いただきたいと思っております。 

 まず、項番１の「はつらつ教室の目的」

ですが、こちら「再掲」となっております。

地域の高齢者の方が主体的かつ継続的に

フレイル予防に取り組めるよう、具体的

な知識や方法を学ぶことで、実践への意

欲を高め、日々の行動変容を促していく、

つまりは、フレイル予防の導入講座とし

てこの「はつらつ教室」を位置づけて、実

施していく目的でやってきております。   

これまでの課題といたしましては、連続

開催型の開催形態によりリピーターが多

く、学びの場というよりかは特に運動す

る実践の場となっている点や、会場とな

る地域学習センターのほうでも、こうい

った教室の類似の事業を実施している状

況がございました。 

 これらの課題を踏まえまして、今後の

「実施概要案」が項番２になります。 

 （１）の「実施方針」は、フレイル予防

の「運動」「栄養・口腔」「社会参加」、

この３本柱をテーマに、各分野の専門職

による講義と実演を交えた講座として実

施していく方針で考えております。 

 （２）の「回数」については、現在の「は

つらつ教室」の参加状況や、今後の費用

対効果を踏まえまして、「プール型」「室

内型」の２種類あった開催形態を「室内

型」に一本化していく方針で考えており

ます。 

 少し飛びまして（６）の「カリキュラム

案」についてご説明いたします。めくっ

ていただいて別紙１をご覧ください。 

 こちら新しい「はつらつ教室カリキュ

ラム案」ということで、前回も似た資料

をお示ししたのですけれども、少し変わ

った部分がございます。特に赤線を引い

た部分になりますが、まずは講座の順番

を、前回は「栄養」「口腔」「運動」の順

番で考えておりましたが、今回「口腔」

「栄養」「運動」の順番に改めさせていた

だきました。 

 また、講師の依頼先ですが、「口腔講座」

について前回の部会では調整中とご報告

をさせていただきましたが、東京都足立

区歯科医師会の佐藤先生ともご相談をさ

せていただきまして、歯科医師会様にお

受けいただける方向で、現在調整を進め

ているところでございます。 

 また、「運動講座」の内容をご覧いただ

きたいのですけれども、アンケートをこ

の教室の中で実施する予定です。アンケ

ートは、現在作成中でございますが、教

室に参加する前と後で、参加者の方の意

識変容を測れるようなアンケート項目を

現在検討しているところでございます。 



 また、「運動講座」の講師の依頼先につ

いても、東京都理学療法士協会およびあ

だちＰＯＳネットワーク、こちらの山ノ

内先生ともご相談させていただきながら

現在調整をしているところでございます。 

 資料に戻っていただきまして、項番３

です。これまでの「はつらつ教室」は継続

の場となっていたのですけれども、やは

り運動を続けるというところは、我々と

しても高齢者のフレイル予防で重要な視

点と考えております。従来のリピーター

の参加者の方が活動を継続する場の確保

も重要と考えております。 

 まず、「室内型」につきましては、既存

施設で実施している類似事業をより拡充

する方向で、現在、所管と調整をしてお

ります。 

 また、その施設が講座を運営しやすい

よう、施設に対して「あだち脳活ラボ」の

教室型のプログラムを無償提供できる仕

組みを構築する予定で考えております。 

 また、「プール型」事業につきましても、

同じく類似型の事業の拡充というところ

で、施設側に働きかけを行っているとこ

ろです。 

 最後に、「今後の方針」ですが、既存施

設に「あだち脳活ラボ」のコンテンツを

提供するに当たっては、ただ単に「使っ

てください」ということではなく、「あだ

ち脳活ラボ」のコンテンツが、いつ、どの

会場で使われたかというところもきちん

と我々の施策に反映できるようデータと

して蓄積できるように、システムの見直

しも並行して行っているところでござい

ます。 

 簡単ではありますが、私のほうから説

明は以上です。 

○酒井部会長 ご報告ありがとうござい

ました。 

 今の報告を受けまして、皆様のご意見

を伺いたいと思います。 

 では、私からよろしいですかね。 

 ３番のところ、「従来のリピーター参

加者が活動を継続する場の方針案につい

て」ということで、これまでの方が行き

場がなくなるというのも好ましくないと

いうことで、（１）の例えばアのところで

は、「既存施設にて実施する類似事業を

拡充する」とあるのですが、どのような

形で既存事業のほうにはつらつ教室のリ

ピーターを受け付けていただくのか、具

体的な対策、対応を何か取られているの

ですか。 

○神家満係長 まず、現状の情報共有と

いうことで、施設を管理している庁内の

所管と打ち合わせをしました。 

 こちらについて、現在「はつらつ教室」

年８回実施しているのですけれども、な

るべくその回数に近い回数を実施しても

らうよう、施設側に働きかけるように依

頼をしているところでございます。 

○酒井部会長 あともう１点なのですけ

れども。例えばこの「あだち脳活ラボ」コ

ンテンツの無償提供ということですけれ

ども、提供の仕方はどういう形になるの

ですか。 

○神家満係長 事務局のはつらつ高齢者

支援係、神家満からご回答します。 

 提供の方法について、現状では「あだ

ち脳活ラボ」は、ＬＩＮＥを入り口とし

たサービス提供を行っております。施設

側がコンテンツを使うに当たって、ＬＩ

ＮＥを介して使うということは難しいの

で、コンテンツそのものをオンラインの

状態から利用できるような仕組みを今、

検討しているところです。 



○酒井部会長 これは、令和８年度に向

けて実際に提供できるようにということ

ですかね。 

○神家満係長 そうですね。我々は令和

８年度中にできるように、今事業者と調

整をしておりまして、イメージとしては

各施設の方が施設で保有しているパソコ

ンからインターネット環境にアクセスを

して、そこで「あだち脳活ラボ」のコンテ

ンツを利用できるというところを考えて

います。 

○酒井部会長 ありがとうございます。 

 いかがでしょうか。お願いします。 

○内山委員 シルバー人材の内山です。 

 質問なのですけれども、２番の「実施

概要」について、「プール型」をやめて「室

内型」に一本化するというお話でしたよ

ね。３番のほうで「プール型」とあるのは、

「従来やっている方はそのまま継続でき

る」ということですよね。 

 新しく「プール」をやりたいという人

は、指定管理者の既存事業に参加するこ

とができるのですか。 

○神家満係長 事務局のはつらつ高齢者

支援係の神家満です。 

 はつらつ教室は「室内型」に一本化す

る予定で考えています。また、プールの

施設に対しても、現状既に自主的に実施

している教室の実施回数や定員数を増や

す等といった拡充の働きかけを今行って

いるところです。 

 なので、新しくプールの教室に通いた

いという方が施設の既存事業に参加する

ことは可能だと思います。 

○内山委員 ありがとうございます。 

○酒井部会長 ほかいかがでしょうか。 

 それでは、また戻ってくることはでき

ますので、先に進んでいきたいというふ

うに思います。 

 それでは、次第の２の報告事項の（２）

「令和８年度『みんなで元気アップ教室』

の実施概要案について」、事務局からご

報告をお願いしたいと思います。 

○神家満係長 引き続き、事務局のはつ

らつ高齢者支援係の神家満からご説明い

たします。 

 こちらの「みんなで元気アップ教室」

につきましては、前回の部会で課題を整

理し、今後の変更の方針のところまでご

説明をさせていただきました。 

 この「『みんなで元気アップ教室』の目

的」のところですが、フレイル予防の知

識を学びながら、グループワーク等を通

じて参加者同士の親睦を深め、新たな自

主グループを創出するというところが教

室の目的になっております。なので、フ

レイル予防をする、学ぶではなくて、そ

こから先、地域で活動するグループをつ

くるというところまでがこの教室の肝と

なっております。ただ、現状の課題とし

ては、そのつくるグループがウォーキン

グに特化したグループになっています。

それがゆえに、参加者数の低迷が起こっ

ております。 

 これらの課題を踏まえまして、項番２

の「実施概要案」のところで記載させて

いただきました「実施方針」です。ウォー

キングに限定せずに、様々な趣味に通じ

る体験を、この教室プログラムで体験を

していただき、自分の好きなことや取り

組みたいことを発見しながら、仲間との

継続的な活動につなげていく教室に変え

ていこうと考えております。 

 （２）の実際にやっていただく「体験内

容」なのですけれども、令和８年度につ

いては「絵手紙」と「折り紙」と「ボッチ



ャ」、この３種目を予定させていただい

ております。このプログラムについては、

前回の部会で委員の皆様からたくさんご

意見を頂き、我々の中でも非常に悩んで

この３つに絞らせていただきました。 

 やはり運動と文化系を織り交ぜたいと

いうところと、活動費や場所のハードル

が低いこと、あとは自主グループを目指

す教室という趣旨を考えまして、複数人

で共有・体験できることであったり、前

回委員からご意見いただきました、発表

の場であったり、競争性を促すようなも

の、大会等があるものなど、いろいろな

視点を加味して検討しました。また、今

回初めてこういう教室に変えますので、

まずは、より実現可能性が高いものとい

うことでこの３つを選ばせていただきま

した。 

 ただ、今後ずっとこの３種目でやって

いくかということではなく、令和９年度

以降も随時、関係機関とプログラムの見

直しを図って、ブラッシュアップをして

いきたいと思っております。 

前回頂いたプログラムのアイディアは

今後の参考として蓄積させていただいて、

ぜひ今後も活用させていただきますので

よろしくお願いします。 

 （３）の「回数」につきましては、ホウ

カツの２５地区圏域で年１回ずつ、全１

２回のプログラムで実施します。１２回

のプログラム案については、別紙１で記

載をさせていただきました。１回当たり

の時間は１２０分間で、会場は地域学習

センター、住区センター等を予定してお

ります。 

 目標定員５００名で、年間スケジュー

ルは５月のゴールデンウィーク明け頃か

ら教室を始め、夏の８月の遅くとも中旬

ぐらいまでには教室を終え、年度中に２

回、講師によるフォローアップを実施す

る予定です。 

 続きまして、項番３の「参加特典案」で

すが、教室の参加促進をするための特典

としましては、教室のプログラム内で「ぱ

く増し」のてぬぐい体操を行い、そのて

ぬぐいのプレゼント、またセラバンドと

いった、ゴムを使った簡単な筋トレがで

きるのものがあるのですけれども、それ

もプログラムに入れてプレゼントしたい

と考えております。 

 また最後に、教室を卒業するときに、

何か連帯感が生まれるようなものという

ことで、例えば年度と教室名の刺しゅう

をしたオリジナルペットボトルホルダー

など参加者同士で一体感が持てるような

グッズをお渡ししたいなと考えておりま

す。 

 年間のグループ創出数の見込みは、１

地区２グループで計５０グループを予定

しております。引き続き地域包括支援セ

ンターをはじめ関係機関と調整、検討し

ていきながら、事業開始に向けて準備を

進めてまいりたいと考えております。 

 私のほうからは以上です。 

○酒井部会長 ありがとうございます。 

 それでは、今の説明についてご質問等

を頂ければと思います。お願いします。 

○廣島委員 廣島です。よろしくお願い

いたします。 

 参加者の特典案として、てぬぐいとセ

ラバンドというのがありまして、その中

で「教室中に参加の方が使う」とあるの

ですけれども、今回この「元気アップ教

室」で体験が３つあると思うのです。ど

ういった形でこの特典が使われるのかを

お聞かせいただければと思います。 



○神家満係長 事務局の神家満からお答

えします。 

 そちらにつきましては別紙１の「みん

なで元気アップ教室プログラム（案）」を

ご覧ください。縦軸で１回から１２回の

プログラムになっております。 

 ３つの体験につきましては、まず１回

目の教室で１から３のプログラムのご紹

介をし、２、３、４回目で、１つずつプロ

グラムを体験していただこうと考えてい

ます。 

 ただ、プログラムの体験だけではなく、

前半では運動であったり、栄養の講座だ

ったりというところを考えていますので、

その運動のところでセラバンドを使った

運動を実施したり、栄養講座の後にある

体操のときにてぬぐいをお渡ししたりと

か、そのように考えています。 

○廣島委員 ありがとうございます。 

○酒井部会長 よろしいですかね。 

 「みんなで元気アップ教室プログラム

（案）」のこのカラー刷りの、緑色の体験

①②③というところに、こちらの体験内

容「絵手紙」「折り紙」「ボッチャ」とい

うのが入っていくということなのですね。 

○神家満係長 おっしゃるとおりです。 

 前回の部会で部会長からも、手先を使

うというところが脳の活性化にやはり大

事ではないかというところで、今回「折

り紙」を体験プログラムに加えさせてい

ただきました。 

○酒井部会長 このア「絵手紙」とイ「折

り紙」が似ていると思うし、手の巧緻性

というものに関わるというふうに思うの

ですね。 

 これがまず選ばれたというのは、人材

確保という点で、確保しやすい部分はあ

るというふうに思います。あとは場所の

ハードルかと思います。 

○神家満係長 おっしゃるとおりです。

「折り紙」「絵手紙」ですと、活動を実際

に継続するというときに、材料費が安価

で集めやすい、手に入れやすいというと

ころも加味しています。 

○酒井部会長 なるほど。私も結構いろ

いろな体験教室も調べてみたのですけれ

ども、やはり使う題材のものが高価であ

ったりすると実施に結構ハードルが上が

ってしまって、負担が生じたりとかある

ので、そういった点を加味して今回選ば

れたということですかね。 

○神家満係長 はい。 

○酒井部会長 いかがでしょうかね。 

○山中副会長 山中です。教えていただ

きたいのですが。１２回の教室を約３か

月で、恐らく毎週開催されるということ

だと思いますが、その後フォローの①と

②で個別にフォローアップされるという

ことですけれども、この３か月以外の残

りの３分の２の期間、具体的にどのよう

にこの活動が継続されるのでしょうか。 

○神家満係長 事務局の神家満からお答

えします。 

 まず、教室を卒業するときに複数のグ

ループが立ち上がる見込みで考えており

ます。 

 講師はグループに対して個別にフォロ

ーをするのですけれども、活動を継続す

る上での課題、例えば場所ですとか連絡

方法ですとか、そういったグループ活動

を運営していく上での課題を、ヒアリン

グをして「こういうふうにやったらいい

のではないか」とアドバイスをしていく

ことを今想定しています。 

 これまでは、地域包括支援センターが

その業務を担っているところはあったの



ですけれども、やはり個々のグループに

最初からアプローチしてしまうと、その

グループがホウカツ頼みになってしまっ

たり、継続支援が大変だ」というお声も

頂いておりました。そこで、年２期実施

していた事業を年１期にして、後期の部

分は、事業者の講師の方にそこのフォロ

ーをしていただくという、そういうすみ

分けを今考えています。 

○山中副会長 そうしますと、フォロー

の１と２の期間というのは、活動を継続

している期間ということで。 

○神家満係長 おっしゃるとおりです。 

○山中副会長 分かりました。 

○神家満係長 このフォローを実施する

①②の時期も、教室を卒業してしばらく

時間が空いてしまうと、その間に解散し

てしまうグループとかもありますので、

まず早めに１回目のアプローチをする。

２回目のアプローチはあえて時間を空け

て、少し自分たちで試行錯誤しながら活

動していただいて、二、三か月空けてか

らフォロー２回目を実施するというので、

実施時期を２回に分けたのはそういう狙

いがあります。 

○山中副会長 ありがとうございます。 

○酒井部会長 今の点で、教室の会場は

「地域学習センター、住区センター等」

というふうにありますが、このフォロー

①、フォロー②というものは、フォロー

する場所とか、時間設定とか、どういう

ふうな形で行われるのですか。 

○神家満係長 そこは現在も検討してい

るところでして、できればグループが活

動している場所に講師が向かうというと

ころが、当初我々が考えていた理想の形

ではあるのですけれども、必要によって

は我々のほうでフォローアップ講座とし

て場所を押さえたところに、グループと

講師をマッチングさせるというやり方も

現実的には必要なのかなと。そこは事業

者と今後詰めていきたいと考えています。 

○酒井部会長 動きを見てということで

すね。 

○神家満係長 そうですね。出来上がっ

たグループの数にもよってきますので。 

○酒井部会長 「自主グループを創出す

る」ということですから、やはりまず動

かしてみないと分からないという部分で

すかね。 

○山ノ内委員 すみません、山ノ内です。 

 今のお話の続きになるかもしれないの

ですが。自主グループを創設するのが目

的だと思うのですけれども、そこに行く

というのも１つだと思うのですが、その

グループを運営していくリーダーの人た

ちがいると思うのですね。一番相談をし

たいのはそういう人たちだと思うので、

グループに行ってフォローアップするの

ではなくて、リーダーの人を集めて相談

会を開催するというほうが、活動の継続

につながるのではないかなと思いました。 

○神家満係長 ありがとうございます。

事務局の神家満です。 

 おっしゃる視点はもっともだと思いま

す。やはりリーダーさんの悩みというの

はあると思います。 

 先ほどホウカツと事業者の役割を分け

て考えていきたいとご説明しましたが、

ホウカツには、複数の自主グループを交

流させるような仕掛けをお願いすること

を検討しております。他のグループを知

るというところで、リーダーさんの悩み

とか、運営の仕方とか、新しい知恵・知識

が入ってきますので、そういう部分を、

地域資源をよく知るホウカツを通じて活



性を促してもらいたいと思っています。 

○山ノ内委員 山ノ内ですけれども、お

互いのグループがどういうことをやって

いるかを知るというイメージですかね。 

○神家満係長 そうですね。交流会を仕

掛けてもらえると。 

○山ノ内委員 もう一つだけご質問なの

ですけれども。１グループの人数はどの

くらいが一番多いのですか。 

○神家満係長 数はまちまちなのですけ

れども、足立区のほうでは「通いの場」の

定義の１つとして３人以上という人数は

設定させていただいています。ただ、グ

ループによっては、５人ぐらいの小規模

グループもあれば、１０人ぐらいの規模

のグループもあります。 

○山ノ内委員 ありがとうございます。 

○堀委員 基幹地域包括支援センターの

堀と申します。 

 交流の機会を、地域包括支援センター

ごとにつくるのがいいのではないかとい

う話を相談させていただいてきました。

来年度の計画の中にも見込まれる予定で

すが、大きくは、機能的には２つ期待さ

れているところがあるかというふうに思

っていまして、１つが、それぞれのグル

ープさんの自立度を高めるための研修機

会ですね。山ノ内委員からご指摘のあっ

たところです。同じリーダー同士で運営

についての悩みなどとか、工夫みたいな

ことも意見交換するというのも、これま

でに居場所づくりの交流会などでやって

きたことをやっていこうというのが１点

です。あともう一つは、一つひとつのグ

ループが３人から１０人というような感

じでグループ化されているわけですけれ

ども、そのグループの運営も大事なので

すが、地域という面で見たときには、そ

のグループ同士が行き交ったり交流があ

るということが、地域がつながっている

ということの詳細にもなるかと思います

ので、そういう意味で団体同士での交流

というのもエリア内でできれば促してい

きたいというふうなところで地域づくり

に向けばいいと。その２点をイメージし

まして、交流会ができたらいいのではな

いかというようなお話をしてきたところ

だと思います。 

○酒井部会長 ありがとうございます。

よろしいですかね。 

○内山委員 シルバー人材の内山です。

このア、イ、ウの３つの種目、これは何か

既にベースがあるのでしょうか。全く白

紙の状態なのですか。 

○神家満係長 事務局の神家満です。 

 「みんなで元気アップ教室」でこのア、

イ、ウのプログラムをやるというのは初

めてです。今まではウォーキンググルー

プをつくることだけに特化したプログラ

ムで、こういった様々なプログラムをや

るというのは一切やってきていないので、

初めての試みです。 

○内山委員 そうすると、アプローチと

しては、何かで募集をしてからやりたい

という人が集まってきて、３種類のプロ

グラムのうちどれか興味のあるものを選

んで集まり、その中でグループをつくっ

ていくという感じなのですか。 

○神家満係長 おっしゃるとおりです。

募集の段階で「いろいろなプログラムが

体験できますよ」「気に入ったプログラ

ムを参加者さん同士選んでいただいて、

複数のグループをつくって、地域で活動

してもらうことを目指した教室ですよ」

とお示ししたうえで、募集をかける予定

です。 



○内山委員 足立区の高齢者の方全員に

何か配信するのですか。 

○神家満係長 予定としては、あだち広

報で周知するというところと、地域包括

支援センターのほうから事業のお誘いを

していただく予定です。 

○内山委員 もう３か月ぐらいしかない

ですが、結構このスケジュールで行くと

厳しいというふうに今思ったのですけれ

ども。 

○神家満係長 そうですね。ただ、この

「元気アップ教室」については、例年あ

だち広報と地域包括支援センターの勧誘

ということで募集をさせていただいてい

て、やはり開始時期もゴールデンウィー

ク明けなので、４月の気候がいいときに

ホウカツに地域を回っていただくので、

そこでも積極的に勧誘をしていただいて

いるところです。 

○堀委員 よろしいですか。基幹地域包

括支援センターの堀です。 

 内山委員から頂いたお話も非常に大事

なポイントで、このプログラムの中で体

操をします、ウォーキングもします、ぱ

く増しも学びます、絵手紙と折り紙とボ

ッチャもしますと、そういう講座になっ

ているわけなのです。 

 これまではウォーキングで特化してき

たと。これを何かしら新しいプログラム

に変えていこうとしたときに、やはり習

熟するというところを狙って、例えば「折

り紙しかしません」というふうになった

ときに、参加者がどういうふうに動くか

となると、ウォーキング以上に随分偏っ

たプログラムになってしまうというよう

なところがございます。介護予防活動に

参加していただける方が少なくなってき

ているという中では「いろいろな体験が

できる。その中からあなたの活動を見つ

けてみませんか」というようなイメージ

でプログラム内容を協議してきたという

経過でございました。 

○内山委員 ありがとうございました。 

○酒井部会長 よろしいですか。今ご説

明いただいて、先ほどのこの講話プログ

ラムがあって、今実施している運動もあ

って、その後に体験プログラムがあると。

このア、イ、ウは、一応この全ての会に同

時に３つとも体験していくのですか。そ

れとも、ある回は絵手紙で、ある回は折

り紙というような形を考えているのです

か。 

○神家満係長 事務局の神家満です。 

 イメージとしては、最初の第２回、３

回、４回で、１つずつプログラムを皆さ

んに体験をしていただきます。その後、

スマホ教室とか屋外ウォーキングという

のを挟むのですけれども、第７回目以降

は、実際に自分が興味があるようなプロ

グラムでグループに分かれていただいて、

そのグループごとにプログラムをやって

いただくようなイメージです。 

 なので、７、８、９、１０、１１回目ま

で、緑の「グループに分かれて体験」とあ

るのですけれども、折り紙を選んだグル

ープは、ここの後半で折り紙をやってい

ただく。各回を重ねて折り紙の作品をつ

くったりとか、違うものを習ったりとか。

絵手紙のほうもテーマを決めて違う絵を

描いていただいたりとか。そのグループ

ごとの体験に分かれて、それに特化して

やっていただくようなイメージで考えて

います。 

○酒井部会長 例えば後半で、グループ

に分かれてということなのですが、「グ

ループワーク」と「グループに分かれて



体験」とあるのですけれども、このグル

ープワークと体験はどういうような流れ

になるのですか。 

○神家満係長 事務局の神家満です。少

し分かりにくくて申し訳ありません。こ

の水色の「グループワーク」については、

やはり地域で活動を続けていく、グルー

プ活動を続けていくに当たって学んでお

きたいこと、例えば活動場所の取り方と

か、連絡手段の方法とか、そういうプロ

グラムをやる前に、グループとして活動

するにはどういう考え方を持っていたほ

うがいいのか、どうしてこれが必要なの

かというのを学ぶ時間が必要です。そこ

を学んでいただく時間にこの水色の「グ

ループワーク」は考えています。 

○酒井部会長 かなり積極的な参加者で

ないと入り込めない可能性があるのです

けれども、確かにこのプログラム全体が

１回で終わりではなくて、全体で親睦も

深めるし、全体で楽しむし、学んでいく

し、そして自分の好みを選んでいくしと

いう、これは全体で見るということなの

ですね。 

○神家満係長 そうですね。最後、卒業

のときには、より連帯感を持てるように

何か共通のグッズをというのも、仕掛け

の１つとして考えています。 

○酒井部会長 そうすると、スタートで

しっかり人が集まってないと、先ほど内

山委員のほうからもあったのですけれど

も、人が少ない形になりそうだからその

部分が結構大きいかもしれないですね。

人をしっかり集めて一定の人数がいない

と。増えることはあまりなくて、しぼむ

ことはあったとしても。 

○神家満係長 実際現場で勧誘していた

だく地域包括支援センターの方から、「ウ

ォーキングだけで勧誘するのはなかなか

つらくなってきた」というお声も頂きま

した。参加するところのメリット、「こう

いうグッズがもらえるのだよ」とか「こ

ういうことができるのだよ」というメリ

ットを武器として言えると、そこは勧誘

の仕方が変わってくる部分が大いにある

ので、事業の改変については好意的に受

け取っていただいています。 

○酒井部会長 地域の学習センターや住

区センター等で、私の認識では折り紙と

か絵手紙とかの教室などもたまに開かれ

ているので。 

例えば、今内山委員からお話があった、

突然、何月かに広報でただ打ち出すだけ

ではなく、常に先行して各地で行われて

いる実際のこの講座の人にもお声をかけ

て、核になりそうな方もやはり確保して

おかないと、実際、核になる人が集まら

なかったということになっても困るとい

うのはあるように思うのですね。 

 あともう一つは、地域で自主グループ

をつくるというのですけれども、つくっ

た後はお任せなわけですね。絵手紙にし

ても折り紙にしても、物が必要だし、場

所も必要だし、費用がかかると思います。 

 例えば、このグループワークの中では、

地域のそういう自主グループをつくって

いくに当たって、ある意味、区のこの最

初のフォローアップの部分の手を離れた

後の、有料であることについての問題点

とか、トラブルとかそういった点が起き

ないような対処というものはどのように

考えるのですか。 

○神家満係長 事務局の神家満からお答

します。 

 まず、勧誘の方法、確かに、まず人を一

定程度集めるというところは非常に重要



なところなので、これは引き続き現場の

ホウカツにご協力いただくよう調整させ

ていただきます。 

 もう一つ、自主グループができた後の

活動を継続する上で課題にならないよう

にというところなのですけれども、基本

的には「自主」グループなので、やはり自

立的に活動を継続するということが大事

だと思っています。立ち上げのところで

フォローするというのはあるかと思うの

ですけれども、区の事業で立ち上げたグ

ループだからということでいつまでも経

費を補助するとか、そういった支援を続

けていては双方関係性がよくないので、

そこは自主的に活動をしていただく。そ

のために選定したプログラムのほうもな

るべくハードルが低いものを選ばせてい

ただきました。 

 また、実際に活動するときに生じるよ

うな費用について会場費用などがあるの

ですけれども、例えば「この施設のこう

いう登録団体になると施設が取りやすい

ですよ」とか「割安でできますよ」とか、

「こういう趣旨のグループになると活動

費の補助が出ますよ」とか、そういった

ご案内も、もちろん教室の中であわせて

やらせていただいて、なるべく各グルー

プが自主的に活動できるようなご案内を

していきたいと思っています。 

○酒井部会長 ありがとうございます。 

 ほかよろしいですかね。 

○山中副会長 いいですか。山中です。 

 今回のプログラム、１２回ということ

ですけれども、１２回参加するというの

は何かハードルが高いような気もするの

ですけれども、みんな引いてしまったと

きに参加者を一定数集める方策というの

は何か検討されていますでしょうか。 

○神家満係長 そうですね。現状、今年

度は１０回のプログラムになっていまし

て、それが２回増える形になります。最

初からもちろんスケジュールはお示しし

た上でなのですけれども、参加特典を一

度に渡すのではなく、続けて参加したと

きや卒業するときに渡すことによって参

加のモチベーション維持につなげていき

たいと思っています。 

○堀委員 よろしいですか。基幹地域包

括支援センターの堀ですけれども。両論

ありまして、現在は１０回からスタート

しているのですが、肝心のこのリクルー

ト活動、「参加してみませんか」をやるの

は地域包括支援センターのお声がけとい

うのが大きいわけなのですけれども、地

域包括支援センターのほうから、「仲よ

くなるためにはもう少し長い時間あると

いいのだけれども」ということで「１５

回ぐらいやってもらいたい」みたいな話

もありました。 

 参加される当事者、住民の方はと言え

ば、区がやっているプログラムで安心し

て参加するという動機が１つあるわけで、

その場合は長ければ長いほど、無料の講

座というか区の講座に通う機会が得られ

るという捉え方もかなりありそうな感じ

がしていますので。回数が１２回、３か

月にわたるので、「二、三日でできるプロ

グラムだったらいいのだけれどもな」と

いう発想の方よりは、「できるだけ長く

通いたい」のニーズのほうをよく耳にす

るような気がいたします。 

○山中副会長 ありがとうございます。 

○酒井部会長 ありがとうございました。 

 それでは次に、「あだち脳活ラボ新機

能について」を事務局のほうからまずご

報告のほうをお願いしたいと思います。 



○神家満係長 事務局の神家満からご説

明いたします。 

 「あだち脳活ラボ」、これまでこの部会

でも機能の拡充、内容の報告をさせてい

ただきましたが、このたび新たに機能を

拡充する予定でございます。 

 資料を広げていただいて「脳活ラボリ

ーフレット（案）」の「中面」、オレンジ

色のほうをご覧いただきたいのですけれ

ども、現在「脳活ラボ」７，０００人近く

の方にご登録いただき、高齢者の方だけ

でも４，５００人近くの方に日々ご利用

いただいている状況です。 

 もちろん、脳トレとかオンライン動画

とかの視聴もしていただいているのです

けれども、我々としてはそれだけではな

くて「あだち脳活ラボ」を介して外出を

促し、社会参加に繋げていきたいという

ことで、いろいろ取り組んできておりま

す。 

 その取組をさらに後押しするところで、

この「スタンプラリー機能」を新たに実

装する予定で考えております。具体的に

は区内にある公園等にスタンプラリーの

スポットを設けまして、そのスポット１

つひとつを巡っていただく。それごとに

もポイントはつくのですけれども、コー

スを完全制覇しますとボーナスポイント

がつくというような仕組みで予定してお

ります。 

 本当であれば今日皆さんに出来上がっ

たリーフレットをお持ちしたかったので

すけれども間に合いませんでしたので、

現状（案）という形でこのような形でお

示しをさせていただきました。 

 ２月の下旬には、刷り上がりを予定し

ていますので、またできましたらいろい

ろなところに配って皆さんにご案内のほ

うをしていきたいと考えております。 

 簡単ですけれども、説明は以上になり

ます。 

○酒井部会長 ありがとうございます。

２つ折りになっているものがあって、こ

れが今現在のですね。この新しい「リー

フレット（案）」のほうは、３つ折りにな

るのですか。 

○神家満係長 ３つ折りになります。 

○酒井部会長 報告ありがとうございま

す。 

 それでは、その点についてご意見を頂

けますでしょうか。 

○廣島委員 よろしいですか。今現状で、

対象スポットというのは大体どのぐらい

を想定されているのですか。 

○神家満係長 事務局の神家満です。今

予定しているのは２コース設ける予定で、

１コース当たり８から１０か所ぐらいの

スポットを考えています。できれば、今

後コースは順次増やしていって、例えば

常設型のコース以外にも期間限定のイベ

ントコースとか、そういうものもつくっ

ていきたいなと構想はあります。 

○廣島委員 どういったところをスポッ

トにするのですか。 

○神家満係長 メインは公園などの公共

の場を考えています。 

○廣島委員 ありがとうございます。 

○酒井部会長 いかがでしょうか。 

○佐藤委員 歯科医師会の佐藤ですけれ

ども、これはポイントが貯まると何かも

らえるのですか。 

○神家満係長 事務局の神家満です。 

 現状お配りしておりますリーフレット

の中をお開きいただきたいのですけれど

も、左下の部分です。「あだち脳活ラボ」

内で貯めたポイントを使って２種類使い



道がございまして。まず一つ目が、「最大

５００円分のクオ・カードペイが当たる

ガラガラ抽選」、これはスマホの中でガ

ラガラが回せるようになっています。区

内６５歳以上の高齢者の方が対象で、当

たれば最大５００円分のクオ・カードペ

イが当たり、そのままコンビニとかドラ

ッグストアでお買い物に使えるものにな

っています。 

 ２つ目の使い方としましては、「あだ

ち脳活ラボ」内で、自分のキャラクター

があるのですけれども、そのキャラクタ

ーのカスタマイズにポイントを使える機

能がございます。こちらは、どの年齢の

方でも使える機能になっていますので、

全てのユーザーが対象となっております。

この２種類がポイントの使い道です。以

上です。 

○佐藤委員 すみません、もう１個。 

 このスタンプラリーの中に、こういう

「対象のスポット」ということですけれ

ども、今後例えば「はつらつ教室」の参加

時にもポイントを付与することは検討し

ているということですか。 

○神家満係長 こちらにつきましても、

スタンプラリーのものとは別に、既存の

「はつらつ教室」も含めて区の介護予防

教室に参加したときにポイントの付与と

いうことは行っております。ほかにも「パ

ークで筋トレ」とか「ウォーキング教室」

「はじめてのフレイル予防教室」などで

も参加したときにポイントの付与という

ことで、二次元コードを読み取っていた

だいてポイントのプレゼント等を行って

います。 

 一方で、その二次元コードを読み込ん

でいただくことで、参加者さんがいつ・

どこで・どの教室に参加したかという情

報も我々のほうで一元管理できるように

なりますので、この「あだち脳活ラボ」の

データベースで蓄積した情報を使って施

策の効果分析とか、そういったものにも

使っていきたいと考えています。 

○佐藤委員 では、今既にやられている

ということですと、それをすることであ

る程度、参加者の人のモチベーションと

かが上がっているという形ですか。 

○神家満係長 はい。このポイント、非

常に高齢者の方にすごくモチベーション

につながっていると我々のほうは認識し

ています。区のイベントなどでも「何々

ポイントをプレゼントするのでぜひ来て

ください」と言うと、やはり皆さん、朝並

んで来てくださったりとか、土日連続で

来てくださったりとか。あとは施設を巡

って「施設チェックインポイント」とい

うのもあるのですけれども、やはり「毎

日そこの施設を回ってポイントを集める

のが自分の日課になっているのだ」とい

うことをおっしゃってくださる参加者さ

んもいて、ここは非常に有効なインセン

ティブになっているなというふうに認識

しています。 

○佐藤委員 分かりました。ありがとう

ございます。 

○廣島委員 よろしいですか。ポイント

のところで「キャラクターをカスタマイ

ズ」とあるではないですか。ビュー坊を

追加することは検討しているのですか。 

○神家満係長 現在、ビュー坊を追加す

る予定はないのですが、キャラクターの

カスタマイズ及びキャラクターそのもの

も、種類を小出しに増やしております。

ついこの間は干支の午のキャラクターを

追加しました。 

○酒井部会長 「最大５００円分のクオ・



カードペイがその場で当たるガラガラ抽

選に挑戦！」ですけれども、これはどれ

くらいの頻度で当たるものなのですか。 

○神家満係長 事務局の神家満です。や

はりこの「あだち脳活ラボ」を利用した

いと思うモチベーションにつながる重要

な部分だと思っています。なので、やは

り一定程度参加していただいた方が「当

たるのだな」と思っていただけるような

割合では考えています。 

○酒井部会長 了解いたしました。実際

に喜んでやられている方いらっしゃるの

で、それなりに当たっているということ

だと思いますけれどもね。 

ありがとうございます。では、この点

はよろしいですかね。 

 次に、（４）「共食の場推進事業の実施

について」を事務局のほうからご報告お

願いしたいと思います。 

○千ヶ崎係長 高齢者栄養施策推進担当

の千ヶ崎から「共食の場推進事業の実施

について」ということで報告をさせてい

ただきます。５ページとなります。 

 「楽しみながら食事を取る」「交流を行

う」という共食の場がコロナで一時中断

していたのですが、また少しずつ再開を

し始めております。 

 一方で、物価の高騰もあり食材料費と

か、お弁当を買って皆さんで食べている

共食の場もあるのですけれども、「活動

費が負担だ」というお声も団体さんから

頂いておりましたので、令和８年度から

共食の場を運営する団体に対して、食材

料費とか、お弁当代とか、会場使用料、講

師を呼んだ場合の講師謝礼など活動費の

一部を補助する共食の場推進事業の実施

を予定しております。 

 まだ令和８年度の予算が成立する前と

いうことで、ここでご報告できるのは概

要のみになってしまうのですけれども、

まず項番１「共食の場の目的」としまし

ては、やはり孤立防止、それから心身の

健康増進、交流の場の促進ということで

考えております。 

 項番２「補助内容」としましては、予算

額は今４４２万円ほど計上をしておりま

す。衛生面、それから献立の相談には、区

の栄養士のほうがサポートということで

回らせていただきまして、令和８年度は

１０団体程度にこの補助金を使って申請

をして、共食の場を運営していただけれ

ばというふうに考えております。 

 今後、４月予算が成立したらになるの

ですけれども、４月に入ってこの補助金

の公募をして、４月の上旬には団体向け

の説明会の開催を考えております。 

 既存の団体の支援をするとともに、身

近な場所に交流の場があるといいなとい

うふうに考えておりますので、関係団体

等と連携して増やしていきたいと考えて

おります。 

また、「ぱく増し料理教室」ということ

で２枚、チラシを配らせていただいてお

ります。今回２月の「ぱく増し月間」に合

わせて、シニア男性向けの料理教室とい

うのを、１回はＵＲの大谷田一丁目団地

にある「読む団地」で１回開催しました。 

 もう一回は２月１９日で、ギャラクシ

ティの「とんがりキッチン」で実施する

予定になっております。 

 実は「ぱく増し」の栄養講座では男性

の参加が少なく、共食の場も女性が中心

で、男性の参加が少ないということもあ

りまして、今回は男性を限定に、料理教

室をやってみようかなということで考え

ました。 



 特にこの「読む団地」のほうはもとも

と東和の地域で、昔から月１回料理で集

まっている男性のグループがありました

ので、その男性のグループにも今回お声

がけをしました。また、大谷田の団地を

中心に地域の男性にもお声がけしました。

できればその男性グループの活動に皆さ

ん参加してもらるといいなというのも含

めて、教室をやらせていただきました。 

 定員１５名のお申込みがありまして、

当日、体調不良の方もいらっしゃったの

で、１３名の方に来ていただきました。 

 中川のホウカツと、東和ホウカツから

チラシをまいていただき、他、「あだち脳

活ラボ」で６５歳以上の男性限定で情報

発信をしたところおかげさまで定員いっ

ぱいの参加がありました。簡単な料理で

はあったのですけれども、その後の交流

で皆さん楽しく会話をしながら交流して、

「ぜひここが通いの場になるといいね」

と説明をさせていただいております。 

 なので、２月１９日も、管轄の西新井

のホウカツと「共食の場を立ち上げたい」

という地域の男性の方にもお声がけをし

て、和気あいあいと実施できたらなとい

うふうに考えております。 

 ちなみに、この「イワシのレトルトの

生姜煮」というのは大変好評で、「ぜひ使

ってみたい」とか「食べてみたい」という

お声が沢山ありました。 

 続きまして、資料をつけさせていただ

いています。２月が「ぱく増し月間」とい

うことで、こちらの広報紙１月２５日号、

表紙と裏面「ぱく増し料理集」とさせて

いただいております。 

 裏面は、フレイルとか「ぱく増し」の紹

介とか、プレゼント企画を載せていまし

て、表紙は「ぱく増し」の招き猫のキャラ

クターと、「ホウカツに来るとハンドタ

オルがもらえますよ」と、ホウカツに知

ってもらうきっかけづくりということで、

下のほうにホウカツの紹介をさせていた

だいております。 

 もう一つが、前回の部会のときにも、

まだ案ということでお配りしたと思うの

ですが、こちらが最終的な「ぱく増し月

間」のリーフレットになります。すき焼

きのお肉とかホタテ、ツナ缶とか、あと

味の素さんにご協力いただいてクノール

のスープとか、いろいろな商品が当たる

のと、後ろのほうでは、「ぱく増し」の啓

発を載せています。全部で４６，０００

部つくりまして、ホウカツとか区の施設、

あと成和信金さんとかスーパーなどで配

らせていただいたり、その他介護予防チ

ェックリストの結果表２２,０００部程

度と一緒に同封したくさんの高齢者の方

に配布させてもらいました。今日現在で、

申込みが３，０００ぐらい来ておりまし

たので、また引き続き周知していきたい

と考えています。 

 以上になります。 

○酒井部会長 ありがとうございます。 

 ２月４日の料理教室は盛況に終わった

と。 

○千ヶ崎係長 はい、おかげさまで。 

○酒井部会長 そういうことですね。今

度は２月１９日にギャラクシティでやる

と。定員が若干少ないのは施設の関係で

すか。 

○千ヶ崎係長 ここはもともと、消防法

の関係で講師も合わせて１６名しか入れ

ないということで、講師が２人なので、

定員１４名にさせていただいています。 

○酒井部会長 メニューが、同じものが

出ているのですけれども、これは同じも



のを予定しているのですか。 

○千ヶ崎係長 そうですね。地域が違い

ますので、できればそれぞれの会場の近

くにお住まいの方に来ていただきたいと

思っておりますので、メニューは同じメ

ニューで考えています。 

○酒井部会長 ありがとうございます。 

 あだち広報の表面と裏、よく確保しま

したね。 

○千ヶ崎係長 高齢者の方は、広報を見

る方が多いということで「ぜひ活用して

ください」というふうに広報のほうから

も応援していただきました。今年はこの

黄色がすごく鮮やかで、目立つ広報にな

ったなというふうに考えております。 

○酒井部会長 広報の中で一番目立つの

がこのあだち広報なのですよね。なおか

つ、この「たんぱく質」「筋肉」の猫も、

今までいろいろな場所で出ていたのです

けれども、一番メインの広報に登場した

ということだと思いますから、何回か今

後も掲載されるといいと思います。 

○千ヶ崎係長 そうですね。「これを目

にした」というお声もたくさん頂いてい

ますので。 

○内山委員 シルバーで配らせていただ

きます。 

○千ヶ崎係長 よろしくお願いします。

今年はシルバーさんとかたくさんの講座

の他、高齢者の顧客が多いということで、

足立成和信用金庫でも営業さんから直接

お客様に配っていただきました。 

○酒井部会長 「ぱく増し料理教室」、男

性をターゲットにということで、男性は

外に出てくるのがおっくうなのですけれ

ども、食べなくてはいけないことは同じ

なので、料理にこだわりを持っている男

性も結構いらっしゃるので、そういった

意味では興味を引くものというふうに思

うのですね。 

 １つ思ったのは、開催日なのですけれ

ども、「平日の昼間」ということで、昼間

に開催というのは食べていただくという

ことなので昼間だと思うのですが、例え

ば土日祝祭の実施というのは難しいので

すか。 

○千ヶ崎係長 千ヶ崎のほうから回答さ

せていただきます。 

 おっしゃるとおり、今６５歳以上の方

でも平日お仕事されている方が多くなっ

ておりますので、その辺をリサーチしな

がら、土日も含めた開催も今後ご意見を

頂きながら検討していけたらと思います。 

○酒井部会長 そうですね。毎回は無理

としても、たまに土日やってみるとすご

い集まったというのも出るかもしれない

ですね。 

○千ヶ崎係長 そうですね。ありがとう

ございます。 

○酒井部会長 ありがとうございます。 

 それでは、今日メインの、学術的な場

面に入ってまいりました。報告事項の５

になります。「令和７年度地域資源の把

握および地域課題の抽出に関する報告に

ついて」足立社会福祉協議会基幹地域包

括支援センター、堀東部課長よりお願い

したいと思います。 

○堀委員 お世話になります。基幹地域

包括支援センターの堀から、ご報告させ

ていただきます。あまり長くならないよ

うに１０分ぐらいで概要をお話しして、

諸先生方からご意見交換をしていただけ

たらということなので、これのお話をさ

せていただきます。 

 令和７年度の区に提出した報告書を今

日、お配りをしていただいたということ



でございます。 

 はじめに、１ページ目ですね。「地域支

え合い推進員」ということで、全国的に

は「生活支援コーディネーター」という

名前になっていますが、足立区にもこれ

が配置されて、今活動を行っている、業

務を行っているというところです。 

 めくっていただきまして、２ページ目

に「地域支え合い推進員の配置」という

ことで、既にご承知いただいていること

かと思いますが、第二層と第一層という

ふうに分かれておりまして、第二層が日

常生活圏域、各包括支援センターごとに

機能配置されているというところです。

第一層のほうが「区域」ということで、基

幹地域包括支援センターにてその業務を

受託させていただいております。 

 仕事の内容ですけれども、３ページ目

をご覧ください。「目的」といったり「業

務内容」といったり、厚生労働省の資料

には様々に出てくるのですけれども、一

番分かりやすいのは、３ページの中ほど

「生活支援・介護予防サービス」、こうし

たものを「地域の中で充実していくよう

に」ということで、地域の皆さんと一緒

に活動するというような仕事になってい

ます。介護者の支援から交流サロン、そ

れから見守り・安否確認というふうなと

ころまで、生活の中に入り込んだ活動と

いうのを、お手伝いをさせていただいて

おります。 

 ４ページ目です。「生活支援体制整備

事業」というのは今の「地域支え合い推

進員」を配置するということとともに、

その内容について「各地域で話し合える

協議体をつくってください」という厚生

労働省のガイドラインになっておりまし

て、足立区においても協議体を設置して

いるというところです。今ピラミッドの

図で三角形ですね。様々な会議体があり

ますけれども、右下の「絆のあんしんネ

ットワーク連絡会」、こちら孤立防止の

ためのネットワーク連絡会ですけれども、

こちらを第二層の協議体として２５か所

で年４回ずつですので、計１００回、足

立区内で開催されているというものにな

ります。その課題を取りまとめていって、

一番上が「はつらつ高齢者部会」という

ことになるわけですが、今こちらが第一

層協議体に位置づけられているというこ

とで、報告をさせていただいております。 

 ５ページ目ですね。「令和７年度の取

り組み」ですが、実は令和６年度から継

続して課題を定めて取り組もうというこ

とで、令和６年度に抽出した課題という

のが「担い手の不足」「活動場所の不足」、

そして３つ目に「共食の場の支援」とい

うことで、抽出してきて取り組んでまい

りました。図４のとおりの取組内容でご

ざいます。一番上が第一層協議体と言っ

ているのは、区レベルで検討いただいた

内容でございまして、「元気アップ教室

の見直し」というのがございます。また

「インセンティブの強化」というのもご

ざいますが、これを形にしていただいた

のが本日の前段の神家満係長からの報告

内容だったと。 

 一方で、私のほうは、下の青いマスで、

編み掛けで囲んであるところで、２５の

ホウカツとともにこうした課題について

どういうふうに取り組めるかということ

を一緒に協議してきたというようなこと

でございます。 

 ６ページ目ですね。「担い手、活動場所

の不足に関する実践事例調査」。各ホウ

カツでどんな取組をしているかというと



ころを自由回答の形でアンケートを集め

まして、それを集約して、「担い手の発掘

１０のヒント」というメモを作りまして、

包括支援センターの職員研修で共有をし

たということです。大体「活かせる」とい

う回答が合わせると１００％になります

ので、皆さんに効果を実感していただけ

たと、こういうふうに考えております。 

 それから下が「共食の場活動者交流会」

ですね。コロナが終わった後、これ大分

出てきていますので、活動されている方

同士の交流会が写真の奥側にロの字で集

まっているのですが、そこにギャラリー

が、この手前の教室形式で並んでいらっ

しゃる方々ということで、皆様からこれ

も回答、アンケートを頂いています。大

分イメージが膨らんだということで、い

い助走になっているかなというふうに感

じているところです。今、立ってしゃべ

っているのが千ヶ崎係長です。係長にも

おいでいただいて共有をいたしました。 

その次が統計的な部分でございます。

「通いの場の活動状況」のほうから見て

まいりたいと思います。８ページ、９ペ

ージ等をご覧ください。全体状況につい

て報告をしています。令和７年度の通い

の場の総数は、これは９月現在の数字な

のですけれども、３６８となりました。

令和６年度が２２３でしたので大幅増と

なりまして、足立区の数値目標を大幅に

上回ったというような形で急速にその数

を伸ばして、活発に活動していただいて

いるというのが統計上の結果でございま

す。 

 それから、続きまして１０ページ目で

すね。「通いの場の種別ごとの募集状況」

ということで、募集状況ということで言

うと、孤立防止のために行っているふれ

あいサロン、この「ふれあいサロン」と

「自主グループ」と「その他のサークル

等」を３つ足して「通いの場」ということ

になるのですけれども、そのうち「ふれ

あいサロン」に登録されている通いの場

については、募集中が８８．６％である

のに対して、「元気アップ教室」から卒業

して自主グループになったグループとい

うのは、必ずしも「受け皿になってくだ

さいね」というふうなことと、ともには

やっていないので、仲よしのグループを

つくって「明日からもウォーキングして

ください」ということでやっていたもの

ですから、「メンバー募集中」というふう

なところは、必ずしも多くないというあ

たりの特徴が見えております。 

 それから、ページを進めまして、１３

ページでございます。「生活支援の活動

状況」ということで、この報告がちょっ

と見にくいのですけれども、中ほどに「対

象とする事例」というのが、（３）のｃの

ところにございます。（３）のｃ「対象と

する事例」ということで、その後またａ・

ｂ・ｃが続くのですが、先ほど２、３ペー

ジ目のところでお話しさせていただいた

「地域支え合い推進員」の業務の内容で

すね。期待される資源創出ということで、

介護者支援から始まる５つの活動という

のが期待されているということでござい

ました。この中に交流サロンも入るので

すけれども、交流サロンについては前段

でお話をさせていただいたので、毎年継

続してきていたので、残りの５項目につ

いて各ホウカツから、これも記述式で、

まずは大体の当たりをつけるための調査

ということで、やらせていただきました。 

 ページは次のページ、１４ページ目に

なります。一番上から「総事例数」ですね。



件数としては８５件の活動が寄せられま

した。 

 「実施主体」は地域が７０件、民間事業

者が行っているサービスというのが１４

件、ホウカツが１件でした。それから、

「実施状況」は検討中が３件含まれてい

ます。というところで、ホウカツが現在

取り組んでいるというようなところも入

っています。 

 それから、地域包括支援センターが創

出に関与したかどうかということで言う

と、地域の中で自立的に行われていると

いう活動を、「生活のための地域資源で

ある」とホウカツが認識して報告を上げ

てくれたという内容でございました。 

 ということで、あとはそれぞれの活動

部類ごとの特徴をまとめてございますが、

初めて行った調査でございまして、やは

りこれからホウカツが全ての通いの場、

全ての活動に関わってやるのだというこ

とになると、自ずから活動量に限界が出

てしまうので、やはり地域で行われてい

る活動というふうなところといかに連携

していくかということが、とても大事な

のではないかなというふうに気づかせて

くれるような調査結果になったかと思い

ます。 

 それから、１５ページ目「ホウカツの

支援事例」ということになります。これ

は全部読み上げると大変時間がかかって

しまうので、そうですね。例えば事例２

と事例５のところをちらっと見てみたい

と思いますが。事例２が千住西、包括支

援センサーの名前で掲載していますけれ

ども、その千住西さんで、「みんなでスマ

ホ×キャリカあだち」の連携事例となっ

ています。今これ、１９ページの写真を

見ていただきますと、右下の、左側の女

性が若いというのが見ていただいて分か

るかなというふうに思いますが、実は包

括支援センターの周りで活動している高

齢者と、それから障害福祉サービス事業

所のキャリカあだちさんの利用者さんの

マッチングで、スマホ教室を行いました

という活動です。これは、２回目以降も

継続して行われているということで、そ

のあたりのマッチングというのは、よか

ったのではないかなというふうに思って

おります。知的障害だったり精神障害だ

ったりしますけれども、そういったとこ

ろから活動に向かっていく若者が多いの

です。このあたりの方々と、それから高

齢者が出会うということで、お互いによ

い効果が生まれるというふうなところが

目に見えて分かります。高齢者は若い子

と話していることを喜んでいらっしゃる

ようにして見えますし、どの現場でもそ

うなのですが。一方で、おじいちゃん、お

ばあちゃんに褒められたみたいな形とか、

満面の笑みで迎え入れてもらえますので、

そうした意味では、そういった社会参加

にちょっとハードルを抱えるような若者

とかも一歩としては非常にいいのではな

いかなというふうに思っているところで

ございます。 

 それから、２４ページに飛んでいただ

きまして、事例の５番です。 

 今、認知症施策のほうも大変厚めにな

ってきているところで、また一段と機運

が高まりそうな状況の中にありますが、

軽度認知障害の方、これは了解を頂いて、

お顔を出して大丈夫ということで広報の

協力も頂きましたが、包括支援センター

中川さんの事例で、右側の写真ですね、

２５ページ。有料老人ホームでの演奏、

これ後ろ側に１００人ぐらい聴衆がいる



のですけれども、この男性が終わった後、

大変喜ばれたということで、報告を受け

ております。 

 「送迎支援の様子」というのが２段目

に入っておりますが、軽度認知障害とい

うことで活動されていますが、このあた

りの行き来のところが少し難しくなって

きているところがあるということで、こ

のあたりのサポートを入れながら、職員

と関係機関とで協力しながらサポートし

たというような事例です。 

 こういった活動が今後求められてくる

ところも大きいかなというふうに考えて

おります。 

 最後になります。２８ページにまとめ

の項目を設けてございます。 

 「地域課題の抽出と解決の方向性」と

いうことで、令和８年度においては引き

続きの課題に取り組んでまいりたいと思

います。「担い手の不足」「活動場所の不

足」、それから「共食の場の支援」、この

３項目が引き続き足立区では継続的な、

根源的な課題になるかなというところで、

ここにもう１段階、さらに取り組んでい

きたいというふうに考えています。 

 ただ、「担い手の不足」と一口に言った

場合にも、いろいろな担い手の不足があ

るということで、例えば認知症の先ほど

のような場をつくろうと思えば、認知症

の人とともに活動してくれる担い手とい

うのが必要になるわけで、何でも担い手

と場所というのは必要です。そんなとこ

ろから「令和８年度に留意しておくべき

事項」として、３点を挙げさせていただ

きました。１つは「認知症基本法への対

応」。足立区においてもこれから条例が

上程されるというふうな予定と伺ってお

ります。それから、「多機関・多団体の連

携のさらなる促進」ということで、冒頭

お話しさせていただいた「担い手の発掘 

１０のヒント」という、ホウカツの現場

でのヒント、知恵をまとめたヒント集が

あるのですけれども、やはり「ホウカツ

だけではなくて、いろいろな団体と連携

してやっていかないといけないよね」と

いうようなところが繰り返し確認されて

いるところでございますので、このあた

りをまた一歩進められるように取り組ん

でいきたいということにしております。 

 最後に、２９ページ目、３番になりま

すが、「あだち人生いきいき会議等との

連動性の促進」ということで、これは要

支援レベルの方の地域ケア会議、地域ケ

ア会議の要支援者版というような感じで

イメージしていただけたらと思いますが、

比較的活動量のある方々の社会参加の機

会をどういうふうにつくっていくかとい

うことで、「あだち人生いきいき会議」と

いう会議体がブロックごとに行われてお

りますけれども、このあたりの結果と、

私どもの担当させていただいている生活

支援体制整備事業との関連性というのを

一層高めて、課題解決に向けていくとい

うふうな動き方を、今後考えていかなけ

ればいけないなということで相談してい

ると、そんな内容でございます。 

 報告は以上です。 

○酒井部会長 ありがとうございます。

これを読むと、今まで様々な話題とか検

討してきているものが、ここに位置づけ

られるのだなとか、どこが悩みなのかな

というのがよく出ていて、これは迷った

らここに行くというのが非常に重要なの

かなというふうに思いました。 

 ６ページの「実践」ところで、活動者交

流会の中で「『担い手の発掘 １０のヒ



ント』は今後の業務に活かせると思いま

すか」という質問があって、また後半の

ほうでも出ていまして、やはりこの「１

０のヒント」というものが、担い手のポ

イントですね。これがとても気になりま

した。逆に言うと、ここで検討されてい

くものの、悩みとかいろいろなものがこ

の「１０のヒント」に多分凝縮されてい

るのではないかなというふうに思ったも

のですから。これは門外不出のものなの

ですか。 

○堀委員 できれば報告したいと思って

いるのですが、もう少し構造化するか、

あるいは実は「１０のヒント」自体は研

修で学び、共有しましたので、各ホウカ

ツでそれを活かした実践というのを今取

り組んでくれています。その活かした実

践について追加調査を行っていまして、

その結果とあわせて、来年度になると思

うのですが。 

○神家満係長 ぜひ次回の部会で。 

○堀委員 では中身をお持ちできるよう

に準備して。 

○神家満係長 私も見させていただいて、

研修一緒に参加させていただいて「１０

のヒント」につながる取組は、そこから

分岐していって１００ぐらいありました

よね。なので、それをテーマごとに統合

していって１０に絞ったという、そこま

で絞ったという取組が、やはりほかの自

治体から見ても例がないということで、

非常に参加された方から高評価を頂いて

いました。 

○酒井部会長 事例が１６ページ以降に

出ていて、逆にこの事例をまとめていく

作業の中でヒントと言えるものも出てく

るし、課題も見えてきて、それをまとめ

ていったものなのかなという気はするの

ですけれども。 

 私から質問が１つあって、８ページの

「通いの場の活動状況」。「通いの場の数

は」とあって３６８とあるのですね。足

立区のこの広さの中で、通いの場、趣味、

大きく３つぐらい分かれるということだ

ったと思うのですが、３６８というのは、

これはどれぐらいの規模感で評価される

ものなのでしょうか。 

○神家満係長 事務局の神家満です。「通

いの場の数」につきましては、現在の高

齢者保健福祉計画、第９期介護保険事業

計画のところでも区としての目標値を設

定させていただいております。ただ、そ

の目標値をはるかに超える、今現状とし

てはそういう数字になっています。 

 昨年まで区としては、やはり生活圏域

の中で、高齢者の方が通える居場所をつ

くっていこうというところに注力してお

りまして、ホウカツにもご協力頂きなが

ら、数を増やすというところを考えてき

ていたのですけれども、このたび、各地

域の中にどれだけの数があるべきかとい

うところで数を整理させていただきまし

て、今は「各圏域ごとに幾つ」という目標

値を設定させていただいております。そ

れは、地域ごとの高齢者人口によって数

はエリアごとに違うのですけれども、そ

の幾つと定めた目標に対して、足りなけ

れば１つずつ増やしていきましょう、も

しくは地域で活動をしているところを見

つけていきましょう、もう充足している

ところについては、では増やすだけでは

なくて、そこが継続できるようなフォロ

ーをしていきましょうと。その２方向か

らこの「通いの場」を維持していこうと

いう考えで今、進めています。 

 ただ、今３６８というのは、数として



は非常に多いなと。目標値としては大幅

に超えている状況です。 

○酒井部会長 ありがとうございます。

圏域で考えていくということと、それか

らまず数を増やしていくということが非

常に重要で、区のほうとしてはそのよう

な方針で。 

○神家満係長 これまではやってきてい

ました。 

○酒井部会長 動いていたと。あとは質

と継続性と、という話でしたね。 

○神家満係長 そうですね。 

○酒井部会長 ありがとうございます。 

 この報告書を受けて、ご質問なりご意

見なり、ございましたら。 

○小浦委員 栄養士会小浦です。伺いた

いのですけれども、場所を忘れてしまう

とか日時を忘れてしまうというのは、ご

本人にとっても困り事だったのでしょう

か。それを気づき、気づいてもらうとこ

ろからの支援だったのでしょうか。 

○堀委員 これは地域包括支援センター

の実態把握訪問の中で出会った方という

ことでした。 

 少しずつ進行が出てきた中で、少しず

つサポートを当てていったというような、

地域包括支援センターの丁寧な活動だっ

たというふうに思います。 

 本人のほうにも不安があったような部

分は聞きますし、同時に、移り変わりが

あるというふうに聞きました。初め聞い

ていたのは、「とにかく掃除でもなんで

もいいから働きたい」という、「働く場所

がほしい」ということで、再就職の活動

をされているけれども、なかなか通らな

いというふうな状況とかニーズが聞かれ

るかと思えば、ずっとこういった活動を

続けていったときに「やはり自分ができ

ることをやりたい」というニーズが出て

きたりとか。それを１つひとつの話を受

け止めながら、その場でできることとい

うふうなところをこのチームで今取り組

んでいるというような、そんな状況とい

うふうに聞いています。 

○小浦委員 ありがとうございます。結

構、周りが支援をしてさしあげたくても、

やはり本人からするとなかなか大きなお

せっかいという場面というのはよくある

と思うのです。 

 食事の支援でもそうなのですけれども、

ご本人の自覚としては「できています」

という、「別に誰の助けも要らない」とい

うふうな場面もとても多いので。ホウカ

ツさんがどのように心をつないで、信頼

関係をつないで、このタイミングでこの

人、こういう団体を紹介して、ご本人が

「頼ってみようかな」と思えたのかとか、

何かそのあたりの経緯とかが聞ける機会

があればいいと思ったりしました。 

○佃係長 認知症施策担当の佃と申しま

す。 

この方この経過について認知症担当と

してホウカツから聞いております。二、

三年前実態把握訪問で、「自分はこうい

う軽度というふうに言われますけれども、

働いているから大丈夫です」と話してい

たそうでございます。 

ただ、やはりその後、ホウカツ職員が

気になるというところもあったようなの

で、また日を置いて訪問したときに、勤

めていたお店がもう閉店になってしまう

というところで「何でもいいから働きた

い」みたいな話もあったそうなのですが。

そのときにホウカツが通いの場をマッチ

ングするような役割をして、そこの「通

いの場」の方たちの理解が非常によく、



またホウカツのマッチング力も非常によ

かったというところと、「地域で、みんな

でこの方と一緒に過ごそうよ」という機

運がかなり高いなというふうに、私のほ

うでも感じています。 

 認知症施策担当としても、やはり認知

症があっても社会参加していくというと

ころを、来年度も力を入れていきたいと

考えていますので、この活動については、

堀課長と一緒に進められたらと思ってい

ます。 

○堀委員 実は先日ホウカツ職員の研修

で、このケースについて報告をしてもら

って、２５のセンターといろいろ協議を

したのですけれども、その中で一番最後

に主任ケアマネジャーの職員、ある職員

が「まとめて、振り返って発言してくだ

さい」ということでお願いしたのですけ

れども。やはり足りない部分を埋める支

援を、通常我々はするのですよね。最低

限の生活の安定とか、日常生活の食料の

確保とか、通院のための足の確保とか、

全部、足りないものをどうやって埋める

かというふうなことをまずはやらなけれ

ばいけない。それをやるということが思

考法として大体そういうふうになるので

すけれども、この方の場合は、足りない

は足りないのですが、「この人がしたい

というふうなところに沿って、足し算し

ていくような感じの支援だと思いました」

というような感想を述べられておられま

した。 

 なので、どちらも大切なのですけれど

も、ともすれば、足りないものを埋める

支援というふうなところに福祉の支援と

いうのが、忙しいと特に陥っていくとこ

ろがあるので、そういう中でこういう観

点も大事なのだなというふうに現場的に

は、大分久しぶりにこういう事例に出会

ったなという、そういう感じの事例です。 

 何かそういうものを、今認知症の施策

とか、認知症の問題というのがスポット

ライトをもう一度当てているという、そ

ういう時代にあるような気がしています。 

 以上です。 

○酒井部会長 ほかいかがですかね。 

○佐藤委員 まず、２点あって、１つ、

「通いの場」の話は、活動としてはすば

らしいことだと思うので、もっと続けて

いっていただければとは思うのですけれ

ども、どうしても通っている人はいろい

ろなところに顔を出すのですね。全く顔

を出さない人は顔を出さないしというと

ころで。その後取りこぼしではないです

けれども、そういう方々の、逆にグルー

プがいっぱいあると「もう今さら入れな

いのだ」みたいなそういうのを感じるこ

とも多いと思うので、そこら辺の今のグ

ループの人たちに声をかけてもらうみた

いなのを具体的にするなりというので、

そういう数を大きくするというか、分母

をということだったり。 

 先ほどの方もそうですけれども、やは

り最初は必要性を感じていなくても、何

かあったときに相談するときにやはり最

初コンタクトがあれば相談できると思う

のです。ですけれども、全くないとどう

すればいいか分からなくて、結局気づい

たときには遅いというか、もう少し早く

知っていればということが多職種連携の

話でよく聞きますので。そのようなとこ

ろも、どれというわけではないですけれ

ども、やはり１つひとつの事例みたいに

なるのを目指すとは思うのですけれども。

もちろん、現場のほうでは認識されてい

るとは思いますけれども、そこを頑張っ



ていただければありがたいなと思いまし

た。それが１点です。 

 あともう一つ、担い手のことですけれ

ども、今ふと思って調べたのです。今足

立区に大学を誘致している、大学生がい

るではないですか。その大学生にそうい

う参加を促す話はあるのですか、具体的

に。 

○神家満係長 事務局の神家満です。高

齢者地域包括ケア推進課のほうで行って

いる介護予防事業施策の中で、実際に大

学生とコラボしてやるというところは

「通いの場」に関してはまだ打てていな

いですね。 

 ただ、認知症予防の施策のところで、

例えば認知症の理解を深めるための認知

症サポーター養成講座を大学生に受けて

もらっていただいたりとか、あとは各エ

リアのホウカツさんのほうで地域から大

学のほうに働きかけて一緒に多世代交流

の場の講座をやったりとか、イベントを

打ったりというのは情報としては聞いて

います。 

○佐藤委員 例えば帝京平成大学には、

健康メディカル学部というのがあるみた

いで、そこに介護職はちょっとこの学科

だと見当たらないのですけれども、作業

療法学科とか、理学療法とか、他職種の

人もいらっしゃいますし、そういう学生

さんにとって、学びの場にはなるとは思

うので。 

○神家満係長 現場を知ってもらうよう

な感じで。 

○佐藤委員 そうですね。だから、逆に

大学、その学生に直接じゃなくて、例え

ば実習先とか、そういうので、この教室

に参加してもらうとかというのをすると、

お互いにとっていいのかなと。せっかく

頑張って大学が足立区にできたので、そ

ういう意味でうまく活用すればいいのか

なと思う。そうすると、お互いプラスに

なるのかなと思うのですね。 

○堀委員 基幹地域包括支援センターの

堀です。 

 大学生とのコラボレーションは非常に

大事だと思っていて、帝京科学大学の場

合は、千住西のエリアになってくるので

すが、域外の団地の見守りを帝京科学大

学の学生が行うという、学生グループの

活動というのと結びついて活動できてい

ます。 

 また、認知症のほうでも連携を、帝京

科学大学とはさせていただいているとい

うようなつながりがあります。 

 それから、文教大学のところは花畑と

いうことになりますけれども、ここもコ

ミュニケーションはあるのですが、こち

らのほうはあとまたもう一歩一歩という、

フックがいまひとつ見つかり切らないと

いうふうなところで、継続的にコミュニ

ケーションだけは取っているというよう

な感じに聞いております。 

○佐藤委員 文教大学のほうは、デザイ

ンとかのほうで、あまり直接関係ないの

ですけれども、ただそこのコミュニケー

ションというか、今の若い人たちが高齢

者と将来、今もう高齢化社会で関わって

いかなくてはいけない中で、地域として、

大学とのそういうコラボレーションは大

学教育にとってもいいのかなとは思うの

で。 

○堀委員 はい。気に留めて。意識して

やっていきたいと思います。 

○神家満係長 大学ではなくて、高校の

ボランティア部さんと連携して、例えば

地域のちから推進部なのですが、絆のあ



んしん協力員の活動のお手伝いだとか、

そういった学校への働きかけというのも

区としてはやっていますので、今頂いた

ご意見も踏まえて、今後より充実するよ

うには考えていきたいと思います。あり

がとうございます。 

○酒井部会長 貴重なご意見ありがとう

ございます。ほかよろしいですかね。 

○山ノ内委員 １個だけ質問で、山ノ内

です。 

 質問なのですけれども。「通いの場」の

自主グループ、「元気アップ」の自主グル

ープのところの募集をあまりグループは

しないということと関係があると思うの

ですけれども。これというのは、最初つ

くった、どちらかというと気の合った人

たちで、そこにあまり入れたくないとい

う気持ちもあるという感じなのですかね。 

○堀委員 そうですね。基幹地域包括支

援センター堀からお答えさせていただき

ます。 

 仲よしグループをつくるのがポイント

で、今回も仲よしグループを意識して。

やはり仲がよくないとだめなのですよね。

それから、趣味も共通していればより結

びつきがよくなるということで、いろい

ろな活動の中から、それぞれ好きな活動

ごとにグループ化されていくのがいいの

ではないかというところでやっているの

ですが。ふれあいサロンの場合は「地域

の孤立防止のための活動の事業にあなた

も入りませんか」と言って入っていただ

いているわけですよね。自主グループ「元

気アップ教室」から入る場合は、「介護予

防活動を始めませんか」「グループでや

ってみませんか」と、ベクトルが自分の

健康に向かっているところからのスター

トなので、多分両立すると思うのですけ

れども。その支え合いの部分といいます

か、佐藤委員からたった今頂いたとおり

「こぼれる人への声かけみたいなものに

少しでもご協力いただけませんか」とい

うか、そういう働きかけというのを今も

緩やかにはしているのですが、あまり出

し過ぎると今度人が集まらないというと

ころとの兼ね合いで、今試行錯誤してい

るというような状況なのですね。 

 ですので、ここがもう少し「絶賛募集

中だよ」と言ってくれるような自主グル

ープさんが増えていくように、働きかけ

ていくというのは一つの課題となると思

います。 

○山ノ内委員 ありがとうございます。 

○神家満係長 確かに、より開かれたグ

ループをつくるというところが、区とし

ては一番いいのですけれども、やはり皆

さん、自分たちの健康のためというのが

まず最初だと思うのです。ではそういう

開かれたグループをどうするかというの

で、少しやはりインセンティブがあると、

やはりグループ、自分たちの活動を継続

するためにも、開かれたグループである

必要があるんだなという。 

 やはりグループ共通の課題というのは、

先ほどの場所であったり、経費の問題だ

ったりというところが共通して出てきま

す。そういったところに「ふれあいサロ

ン」という開かれたグループになっても

らえれば、こういう活動のお手伝い、「助

成が受けられますよ」とか「広報支援が

受けられますよ」とか、そういうメリッ

トがある。「自分たちの健康のためにや

っているグループだけれども、そういう

活動をすれば自分たちにとってもいいこ

とだし、社会にとってもいいことだから、

ではやってみようかな」という、ちょっ



と目先の利益にはなってしまうのですけ

れども、そういったものも、制度も使い

ながら、徐々に徐々にそういう扉を開い

ていけたらいいなというのは、今考えて

いるところです。 

○山ノ内委員 ありがとうございます。 

そうですね。逆に、そういうのは僕、悪

くはないなと思うのですね、そういう仲

よしグループは。やはり継続ということ

を考えたらば、健康がまず前提にあって

の話で、そこがないと継続できないので。 

 それであれば、数が多いというのは逆

に悪いことではないのかなと思いますね。

たくさん小さいグループがいっぱいでき

なくてもいいのかなと思うのと。先ほど

あった継続支援の話というところと、そ

ういうところがうまくつながってきて、

内向きの同じ趣味のところに紹介、支援

できるというのだと、やはりよりいいの

かなと。ありがとうございます。 

○神家満係長 ありがとうございます。 

 やはり一度出来上がって、数年続くグ

ループがたくさんできればいいのですが、

各グループが抱える年齢的なものであっ

たり、人間関係の問題であったりとか、

いろいろな課題がありますので、やはり

どのグループも必ず長続きするかという

とそうでもないのです。 

 そういうことも考えるとやはりある程

度の数というところは必要になってくる

と。おっしゃるとおりだと思います。 

○山ノ内委員 ありがとうございました。 

○神家満係長 ありがとうございます。 

○酒井部会長 ありがとうございます。

遡ってこれまでの報告事項についてのご

意見を含めていかがですかね。よろしい

ですかね。 

 本日は、生活支援体制整備事業のまず

報告を頂きまして、各報告事項がこの地

域資源の把握や地域課題の抽出に、そも

そも完全に一致するものなのだというの

がよく分かりました。 

 やはり閉じられた「通いの場」であっ

てはいけないですし、広がりなくてはい

けない、継続していかなくてはいけない

と、そういった意味で、この「はつらつ高

齢者部会」の活動としては、継続性を持

ったそういう集いの場なり、自主グルー

プの調整なり創出なりをしていくという

のが課題であるということが、最後のご

報告でよく理解できたところです。 

 本日は、様々なご意見を頂きましてあ

りがとうございます。来年度のよいまと

めとスタートになったかと思います。 

 それでは、「その他」ですね。 

○神家満係長 はつらつ高齢者支援係の

神家満から、最後、その他の案件につい

てご報告をさせていただきます。 

 今年度、今日も含めまして、委員の皆

様にご質問、ご意見をたくさん頂きまし

て誠にありがとうございます。 

 はつらつ高齢者部会としては、今回が

今年度最後の回になりまして、次回３月

１３日の金曜日、午後２時から、こちら

のはつらつ高齢者部会の親会議になりま

す「足立区地域包括ケアシステム推進会

議」を予定しております。場所は区役所

ではなく「すこやかプラザあだち」３階

の大研修室となりますので、ご注意くだ

さい。 

 また、日にちが近くなりましたら皆様

に、通知等を送らせていただきますので

よろしくお願いいたします。 

 この３月１３日の推進会議では、この

はつらつ部会で協議、検討いただいた「は

つらつ教室」と「みんなで元気アップ教



室」、栄養施策のところも含めて総括し

て、この部会以外の委員の皆様にもご報

告をさせていただきたいと思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 私のほうからは以上です。 

○酒井部会長 ありがとうございました。 

 それでは、本日の議事は終了というこ

とで、お願いしたいと思います。 

○富田 酒井部会長、ありがとうござい

ました。委員の皆様におかれましても、

長時間にわたり様々なご意見、ご質問を

頂きましてありがとうございます。 

 最後に、事務連絡がございます。委員

の皆様で、本日お車でおいでの方につき

ましては、お帰りの際に事務局にお申し

つけください。駐車券をお渡しさせてい

ただきます。 

 それでは、これにて令和７年度第３回

はつらつ高齢者部会を終了とさせていた

だきます。本日は、ありがとうございま

した。 

 


